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【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(244／305) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

  

 再処理施設に

おいて用いて

いない支持構

造物であるた

め，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

 

 

 

507



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(245／305) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 
 

  

 再処理施設に

おいて用いて

いない支持構

造物であるた

め，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

 

 

 

508



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(246／305) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

  

 再処理施設に

おいて用いて

いない支持構

造物であるた

め，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

 

 

 

509



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(247／305) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

  

 再処理施設に

おいて用いて

いない支持構

造物であるた

め，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

 

 

 

510



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(248／305) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

  

 再処理施設に

おいて用いて

いない支持構

造物であるた

め，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

 

 

 

511



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(249／305) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

  

 再処理施設に

おいて用いて

いない支持構

造物であるた

め，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

 

 

 

512



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(250／305) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

  

 再処理施設に

おいて用いて

いない支持構

造物であるた

め，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

 

 

 

513



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(251／305) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 
 

  

 再処理施設に

おいて用いて

いない支持構

造物であるた

め，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

 

 

 

514



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(252／305) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

  

 再処理施設に

おいて用いて

いない支持構

造物であるた

め，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

 

 

 

515



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(253／305) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

  

 再処理施設に

おいて用いて

いない支持構

造物であるた

め，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

 

 

 

516



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(254／305) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

 

  

 再処理施設に

おいて用いて

いない支持構

造物であるた

め，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

 

 

 

517



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(255／305) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

  

 再処理施設に

おいて用いて

いない支持構

造物であるた

め，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

 

 

 

518



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(256／305) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

  

 再処理施設に

おいて用いて

いない支持構

造物であるた

め，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

 

 

 

519



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(257／305) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

  

 再処理施設に

おいて用いて

いない支持構

造物であるた

め，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

 

 

 

520



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(258／305) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

  

 再処理施設に

おいて用いて

いない支持構

造物であるた

め，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

 

 

 

 

521



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(259／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 
 

 

第 3.1-6 表 標準ラグの耐震計算結果 

 

 

 

 2 項で示して

いる支持構造

物の耐震評価

結果を型式毎

に記載してお

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

522



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(260／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

 

第 3.1-7 表 標準Ｕボルトの耐震計算結果 

 

 
 

 

 2 項で示して

いる支持構造

物の耐震評価

結果を型式毎

に記載してお

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(261／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

第 3.1-8 表(1/18) 支持架構の耐震計算結果 

 

 
 

 
 

 

 2 項で示して

いる支持構造

物の耐震評価

結果を型式毎

に記載してお

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

524



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(262／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

第 3.1-8 表(2/18) 支持架構の耐震計算結果 

 
 

 
 

 

 2 項で示して

いる支持構造

物の耐震評価

結果を型式毎

に記載してお

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

525



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(263／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

第 3.1-8 表(3/18) 支持架構の耐震計算結果 

 

 
 

 

 

 2 項で示して

いる支持構造

物の耐震評価

結果を型式毎

に記載してお

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

526



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(264／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

第 3.1-8 表(4/18) 支持架構の耐震計算結果 

 

 
 

 

 

 2 項で示して

いる支持構造

物の耐震評価

結果を型式毎

に記載してお

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(265／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

第 3.1-8 表(5/18) 支持架構の耐震計算結果 

 

 
 

 

 

 2 項で示して

いる支持構造

物の耐震評価

結果を型式毎

に記載してお

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

528



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(266／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

第 3.1-8 表(6/18) 支持架構の耐震計算結果 

 

 
 

 

 

 2 項で示して

いる支持構造

物の耐震評価

結果を型式毎

に記載してお

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

529



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(267／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

第 3.1-8 表(7/18) 支持架構の耐震計算結果 

 

 

 

 

 2 項で示して

いる支持構造

物の耐震評価

結果を型式毎

に記載してお

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

530



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(268／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

第 3.1-8 表(8/18) 支持架構の耐震計算結果 

 

 

 

 

 2 項で示して

いる支持構造

物の耐震評価

結果を型式毎

に記載してお

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

531



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(269／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

第 3.1-8 表(9/18) 支持架構の耐震計算結果 

 

 

 

 

 2 項で示して

いる支持構造

物の耐震評価

結果を型式毎

に記載してお

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

532



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(270／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

第 3.1-8 表(10/18) 支持架構の耐震計算結果 

 

 
 

 

 

 2 項で示して

いる支持構造

物の耐震評価

結果を型式毎

に記載してお

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

533



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(271／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

第 3.1-8 表(11/18) 支持架構の耐震計算結果 

 

 
 

 

 

 2 項で示して

いる支持構造

物の耐震評価

結果を型式毎

に記載してお

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

534



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(272／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

第 3.1-8 表(12/18) 支持架構の耐震計算結果 

 

 

 

 

 2 項で示して

いる支持構造

物の耐震評価

結果を型式毎

に記載してお

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

535



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(273／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

第 3.1-8 表(13/18) 支持架構の耐震計算結果 

 

 
 

 

 

 2 項で示して

いる支持構造

物の耐震評価

結果を型式毎

に記載してお

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(274／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

第 3.1-8 表(14/18) 支持架構の耐震計算結果 

 

 

 

 

 2 項で示して

いる支持構造

物の耐震評価

結果を型式毎

に記載してお

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(275／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

  

第 3.1-8 表(15/18) 支持架構の耐震計算結果 

 

 

 

 

 2 項で示して

いる支持構造

物の耐震評価

結果を型式毎

に記載してお

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

538



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(276／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

  

第 3.1-8 表(16/18) 支持架構の耐震計算結果 

 

 
 

 

 

 2 項で示して

いる支持構造

物の耐震評価

結果を型式毎

に記載してお

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(277／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

  

第 3.1-8 表(17/18) 支持架構の耐震計算結果 

 
 

 

 

 2 項で示して

いる支持構造

物の耐震評価

結果を型式毎

に記載してお

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 

 

540



別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(278／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

  

第 3.1-8 表(18/18) 支持架構の耐震計算結果 

 

 
 

 

 

 2 項で示して

いる支持構造

物の耐震評価

結果を型式毎

に記載してお

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(279／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 
 

 
 

 

第 3.1-9 表(1/3) 埋込金物の耐震計算結果 

(ベースプレート，材料  

 

 
 

 

第 3.1-9 表(2/3) 埋込金物の耐震計算結果 

(スタッドジベル，材料

 
 

 

第 3.1-9 表(3/3) 埋込金物の耐震計算結果 

(コンクリート) 

 

 

 2 項で示して

いる支持構造

物の耐震評価

結果を型式毎

に記載してお

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(280／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

5.2 代表的な支持構造物の耐震計算例 

5.2.1 支持構造物の耐震計算例 

代表的な支持構造物を表5－12 に，耐震計算例を表5－13－1

～表5－13－10に示す。 

なお，本項における耐震計算結果は，代表的な支持構造物の

例を示したものであり，本項に記載のない支持構造物につい

ても同様な評価を行う。 

 

 

5.2.2 個別の処置方法 

支持構造物の評価において，支持点荷重が定格荷重又は 大

使用荷重を超えた場合には，標準支持間隔法であれば支持間

隔の短縮化等による支持点荷重低減，3次元はりモデル解析で

あれば使用鋼材又は構造の見直し等により強度向上を図るも

のとする。 

 

 

3.2 代表的な支持構造物の耐震計算例 

3.2.1 支持構造物の耐震計算例 

代表的な支持構造物を第3.2.1-1表に，耐震計算例を第3.2.1-

2表～第3.2.1-9表に示す。 

なお，本項における耐震計算結果は，代表的な支持構造物の

例を示したものであり，本項に記載のない支持構造物について

も同様な評価を行う。 

 

 

3.2.2 個別の処置方法 

支持構造物の評価において，支持点荷重が 大使用荷重を超

えた場合には，標準支持間隔法であれば支持間隔の短縮化等に

よる支持点荷重低減，多質点系はりモデル解析であれば使用鋼

材又は構造の見直し等により強度向上を図るものとする。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(281／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表5－12 代表的な支持構造物 

 
 

 

第 3.2.1-1 表 代表的な支持構造物 

 

 

 

 再処理施設に

おいて用いて

いる代表的な

支持構造物を

記 載 し て お

り，東海第二

と形状が違う

理由は設計メ

ーカが異なる

ことによるも

の で あ る た

め，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(282／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

第 3.2.1-2 表(1/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 

 代表的な支持

構造物の形状

に差異がある

が，結果の示

し方に差異は

ないため，記

載の差異によ

り新たな論点

が生じるもの

ではない。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(283／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

第 3.2.1-2 表(2/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 代表的な支持

構造物の形状

に差異がある

が，結果の示

し方に差異は

ないため，記

載の差異によ

り新たな論点

が生じるもの

ではない。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(284／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

 

第 3.2.1-3 表(1/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 

 

 代表的な支持

構造物の形状

に差異がある

が，結果の示

し方に差異は

ないため，記

載の差異によ

り新たな論点

が生じるもの

ではない。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(285／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

 

第 3.2.1-3 表(2/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 代表的な支持

構造物の形状

に差異がある

が，結果の示

し方に差異は

ないため，記

載の差異によ

り新たな論点

が生じるもの

ではない。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(286／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

 

第 3.2.1-4 表(1/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 代表的な支持

構造物の形状

に差異がある

が，結果の示

し方に差異は

ないため，記

載の差異によ

り新たな論点

が生じるもの

ではない。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(287／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

第 3.2.1-4 表(2/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 代表的な支持

構造物の形状

に差異がある

が，結果の示

し方に差異は

ないため，記

載の差異によ

り新たな論点

が生じるもの

ではない。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(288／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

第 3.2.1-5 表(1/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 代表的な支持

構造物の形状

に差異がある

が，結果の示

し方に差異は

ないため，記

載の差異によ

り新たな論点

が生じるもの

ではない。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(289／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

 

第 3.2.1-5 表(2/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 代表的な支持

構造物の形状

に差異がある

が，結果の示

し方に差異は

ないため，記

載の差異によ

り新たな論点

が生じるもの

ではない。 

 。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(290／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

 

第 3.2.1-6 表(1/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 代表的な支持

構造物の形状

に差異がある

が，結果の示

し方に差異は

ないため，記

載の差異によ

り新たな論点

が生じるもの

ではない。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(291／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

 

第 3.2.1-6 表(2/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 代表的な支持

構造物の形状

に差異がある

が，結果の示

し方に差異は

ないため，記

載の差異によ

り新たな論点

が生じるもの

ではない。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(292／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

第 3.2.1-7 表(1/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 代表的な支持

構造物の形状

に差異がある

が，結果の示

し方に差異は

ないため，記

載の差異によ

り新たな論点

が生じるもの

ではない。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(293／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

第 3.2.1-7 表(2/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 代表的な支持

構造物の形状

に差異がある

が，結果の示

し方に差異は

ないため，記

載の差異によ

り新たな論点

が生じるもの

ではない。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(294／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

 

第 3.2.1-8 表(1/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 代表的な支持

構造物の形状

に差異がある

が，結果の示

し方に差異は

ないため，記

載の差異によ

り新たな論点

が生じるもの

ではない。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(295／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

 

第 3.2.1-8 表(2/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 

 

 代表的な支持

構造物の形状

に差異がある

が，結果の示

し方に差異は

ないため，記

載の差異によ

り新たな論点

が生じるもの

ではない。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(296／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

 

第 3.2.1-9 表(1/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 代表的な支持

構造物の形状

に差異がある

が，結果の示

し方に差異は

ないため，記

載の差異によ

り新たな論点

が生じるもの

ではない。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(297／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

 

第 3.2.1-9 表(2/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 

 

 代表的な支持

構造物の形状

に差異がある

が，結果の示

し方に差異は

ないため，記

載の差異によ

り新たな論点

が生じるもの

ではない。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(298／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

  

 再処理施設に

おいて用いて

いる代表的な

支持構造物と

して示してい

ないためであ

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(299／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

  

 再処理施設に

おいて用いて

いる代表的な

支持構造物と

して示してい

ないためであ

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(300／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

  

 再処理施設に

おいて用いて

いる代表的な

支持構造物と

して示してい

ないためであ

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(301／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

  

 再処理施設に

おいて用いて

いる代表的な

支持構造物と

して示してい

ないためであ

り，記載の差

異により新た

な論点が生じ

るものではな

い。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(302／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

5. その他特に考慮すべき事項(Ⅴ-２-１-11) 

(1)機器と配管の相対変位に対する考慮 

機器と配管との相対変位に対しては，配管側のフレキシビリ

ティでできる限り変位を吸収することとし，機器側管台部又

は支持構造物に過大な反力を生じさせないよう配管側のサポ

ート設計において考慮する。 

(2)動的機器の支持に対する考慮 

ポンプ，ファン等の動的機器に対しては地震力の他に機器の

振動を考慮して支持構造物の強度設計を行う。 

また，振動による軸芯のずれを起こさないよう，据付台の基

礎へのグラウト固定，取付ボルトの回り止め等の処置を行

う。 

 

(3)建屋・構築物との共振の防止 

支持に当たっては据付場所に応じ，建屋・構築物の共振領域

からできるだけ外れた固有振動数を持つよう考慮する。ま

た，共振領域近くで設計する場合は地震応答に対して十分な

強度余裕を持つようにする。 

 

(4)波及的影響の防止 

耐震重要度における下位クラスの機器の破損によって上位ク

ラスの機器に波及的影響を及ぼすことがないよう配置等を考

慮して設計するが，波及的影響が考えられる場合には，下位

クラス機器の支持構造物は上位クラスに適用される地震動に

対して設計する。 

 

(5)隣接する設備 

配管が他の配管又は諸設備と接近して設置される場合は，地

震，自重，熱膨張及び機械的荷重による変位があっても干渉

しないようにする。保温材を施工する配管については，保温

材の厚みを含めても干渉しないようにする。 

 

(6)材料の選定 

材料選定に当たっては，使用条件下における強度に配慮し，

十分な使用実績があり，材料特性が把握された安全上信頼性

が高いものを使用する。 

4. その他の考慮事項 

4.1  機器と配管の相対変位に対する考慮 

機器と配管との相対変位に対しては，配管側のフレキシビ

リティでできる限り変位を吸収することとし，機器側管台部

又は支持構造物に過大な反力を生じさせないよう配管側のサ

ポート設計において考慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

4.2  建屋・構築物との共振の防止 

支持に当たっては据付場所に応じ，建屋・構築物の共振領

域からできるだけ外れた固有振動数を持つよう考慮する。ま

た，共振領域近くで設計する場合は地震応答に対して十分な

強度余裕を持つようにする。 

 

4.3  波及的影響の防止 

耐震重要度における下位クラスの機器の破損によって上位

クラスの機器に波及的影響を及ぼすことがないよう配置等を

考慮して設計するが，波及的影響が考えられる場合には，下

位クラス機器の支持構造物は上位クラスに適用される地震動

に対して設計する。 

 

4.4  隣接する設備 

配管が他の配管又は諸設備と接近して設置される場合は，

地震，自重，熱膨張及び機械的荷重による変位があっても干

渉しないようにする。保温材を施工する配管については，保

温材の厚みを含めても干渉しないようにする。 

 

4.5  材料の選定 

材料選定に当たっては，使用条件下における強度に配慮

し，十分な使用実績があり，材料特性が把握された安全上信

頼性が高いものを使用する。 

 

 

 

 

 

 

 添付書類「Ⅳ

-1-1-10 機器

の耐震支持方

針」に記載し

た。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(303／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

また，添付書類「Ⅴ-２-１-10 ダクティリティに関する設計

方針」の材料の選択方針に基づき，ダクティリティを持つよ

う配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，添付書類「Ⅳ－１－１－９ 構造計画，材料選択上

の留意点」の材料の選択方針に基づき，ダクティリティを持

つよう配慮する。 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(304／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

【再掲】 

表 3－4 床応答曲線区分(緊急時対策所用代替電源設備) 

 
 

 

 

 

 

 

【再掲】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙資料【Ⅳ-１-１-11-１ 別紙 各施設の設計用床応答曲線区

分】 

 

 
 

 

 

別紙資料【Ⅳ-１-１-11-１ 別紙 各施設の配管設計条件】 
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別紙４－１０ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－１－１１－１ 配管の耐震支持方針】(305／305) 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

【再掲】 

表3－7 直管部標準支持間隔(減衰定数0.5%) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ⅳ-１-１-11-１ 別紙 各施設の直管部標準支持間隔】 
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令和３年９月 16 日 Ｒ３ 

 

 

 

 

 

別紙４－１１ 
 
 
 

電気計測制御装置等の耐震支持方針 
  

下線： 
・プラントの違いによらない記載内容の差異 
・章立ての違いによる記載位置の違いによる差異   

二重下線： 
・プラント固有の事項による記載内容の差異 
・後次回の申請範囲に伴う差異 

【凡例】 
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令和３年９月 21 日 Ｒ３ 

 

 

 

 

 

別紙４－１２ 
 

 

 

波及的影響を及ぼすおそれのある 

下位クラス施設の耐震評価方針 

  

下線： 
・プラントの違いによらない記載内容の差異 
・章立ての違いによる記載位置の違いによる差異   

二重下線： 
・プラント固有の事項による記載内容の差異 
・後次回の申請範囲に伴う差異 

【凡例】 
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令和３年９月 21 日 Ｒ０ 

 

 

 

 

 

別紙４－１３ 
 

 

 

機器の耐震性に関する計算書作成の

基本方針

 

  

下線： 
・プラントの違いによらない記載内容の差異 
・章立ての違いによる記載位置の違いによる差異   

二重下線： 
・プラント固有の事項による記載内容の差異 
・後次回の申請範囲に伴う差異 

【凡例】 
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別紙４－１３ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(1／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 

 

1. 概要 

本基本方針は，添付書類「Ⅳ－１－１ 耐震設計の基本方

針」，「Ⅳ－１－１－１０ 機器の耐震支持方針」に基づき設

計した機器が，十分な耐震性を有していることを確認するため

の耐震計算の方法について説明するものである。 

耐震計算方法としては，基本方針に基づく耐震計算全体の流

れのうち，機器の耐震計算全般に適用する評価条件及び複数の

機器に共通して用いる計算方法について示す。 

 

・発電炉では，形

状ごとに計算書作

成の基本方針を示

しているが，当社

における計算書作

成の基本方針とし

ては，既設工認か

ら当社固有の設備

に適用している共

通的な計算式をま

とめて示す対応で

あることから，新

たな論点が生じる

ものではない。 
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別紙４－１３ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(2／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 評価条件 

再処理施設の耐震評価における，基本方針との関係を踏まえた

一連の流れを示したうえで，計算方法にかかわらず適用する，適

用規格，圧力や温度の評価条件，減衰定数，計算精度と数値の丸

め方に対する方針を示す。 

 

2.1 耐震計算の概要 

耐震計算は，添付書類「Ⅳ－１－１ 耐震設計の基本方針」の

適用規格に基づき，添付書類「Ⅳ－１－１－５ 地震応答解析の

基本方針」の減衰定数を用いたうえで，添付書類「Ⅳ－１－８ 

機能維持の基本方針」にて設定した荷重の組合せ及び許容限界を

用いて評価を実施する。 

これら，耐震計算における基本方針との関係を踏まえた一連の

流れを第 2-1 図に示す。 
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別紙４－１３ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(3／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 
 

第 2-1 図 機器の耐震評価フロー 
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別紙４－１３ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(4／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
2.2 適用規格 

適用規格は，添付書類「Ⅳ－１－１ 耐震設計の基本方針」に基

づき，評価を行う。 

 

2.3 圧力・温度条件 

耐震評価条件は，設備の本文仕様表に示される最高使用圧力，最

高使用温度に加え，設備の設置状態に応じた環境条件を踏まえた温

度を環境温度条件として，地震時における機能要求に応じた圧力・

温度条件を適用する。 

 

2.4 減衰定数 

減衰定数は，添付書類「Ⅳ－１－１－５ 地震応答解析の基本方

針」に定めた設備の種類及び構造に応じた値を適用する。 

 

これら評価条件に基づき，計算を行う際の計算精度及び計算書で

数値を示す際の丸め方について 2.5 項に示す。 

 

2.5 計算精度と数値の丸め方 

耐震評価に用いる計算精度は耐震性の結果に影響を及ぼさない桁

数を確保する。 

また，耐震計算書において数値を示す際の数値の丸め方は第 2.-

1 表に示す。 
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別紙４－１３ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(5／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
第 2.-1 表 表示する数値の丸め方 
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別紙４－１３ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(6／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 

3. 耐震計算方法 

機器の耐震評価に用いる計算式については，「Ⅳ－１－１ 耐震

設計の基本方針」に則った手法に応じて適用しており，ここでは複

数の設備に対して共通的に用いる計算式を示す。なお，共通的な式

を用いていない設備については，添付書類「Ⅳ－２ 再処理施設の

耐震性に関する計算書」の中で計算式を示す。 

 

「Ⅳ－１－１ 耐震設計の基本方針」の手法に応じた計算式とし

て，定式化された計算式を用いた解析法を 3.1 項，FEM を用いた応

力解析法について 3.2 項に示す。 

 

3.1  定式化された計算式を用いた解析法の計算式 

定式化された計算式を用いた解析法の計算式一覧を第 3.1.-1 表

に示す。 

なお，定型化された計算式については，各設備の申請に合わせて

説明する予定であり次回以降に詳細を説明する。 
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別紙４－１３ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(7／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 

第 3.1.-1 表 定式化された計算式を用いた解析法の計算式一覧 
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別紙４－１３ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(8／26) 
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別紙４－１３ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(9／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

580



別紙４－１３ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(10／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 

3.2  FEM を用いた応力解析法の計算式 

FEM を用いた応力解析法の計算式一覧を第 3.2.-1 表に示す。 

なお，FEM を用いた応力解析法を用いる機器のうち，冷却塔以外

の計算式については，各設備の申請に合わせて説明する予定であり

次回以降に詳細を説明する。 
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別紙４－１３ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(11／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
第 3.2.-1 表 FEM を用いた応力解析法の計算式一覧 
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別紙４－１３ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(12／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 別紙資料【Ⅳ-１-2-１ 別紙２-１ 冷却塔の耐震性に関する計算書

作成の基本方針】 

 

1. 概要 

本資料は，添付書類「Ⅳ-１-１ 耐震設計の基本方針」に基

づき，冷却塔の耐震性についての計算方法と計算結果を示すも

のである。 

 

2. 構造の説明 

冷却塔は，冷却水の流路であり耐圧部である伝熱管，冷却の

ための大気を送風するファン駆動部及び冷却空気排出のための

ルーバとこれら全体を支持する支持架構によって構成される複

合構造物である。 

 

3. 評価方針 

冷却塔の耐震評価では，解析により固有周期を求め，解析モ

デルを用いた地震応答解析を行ったのち応力評価を行う。 

 

3.1  評価条件 

評価条件は，添付書類「Ⅳ-１-1-8 機能維持の基本設計方

針」に基づき設定する。 

なお，適用規格・基準については第3.1-1表に示す 

第 3.1-1 表 適用規格・基準表 

規格・基準名 

原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-1987 

原子力発電所耐震設計技術指針 重要度分類・許容応力編 

JEAG4601-1987・補・1984 

原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-1991 追補版 

建築基準法・同施行令 

発電用原子力設備規格 設計・建設規格(2005年版(2007年追

補版を含む)) 

 ＜第Ⅰ編 軽水炉規格＞ JSME S NC1-2005/2007 
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別紙４－１３ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(13／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 3.2  荷重の組合せ及び許容応力 

3.2.1  荷重の組合せ 

荷重の組合せは，添付書類「Ⅳ-１-1-8 機能維持の基本

設計方針（②配管類，⑤支持構造物）」に基づき設定す

る。 

冷却塔は屋外に配置される設備であることから，下記に

示す積雪及び風荷重を考慮する。 

考慮する荷重については，添付書類「Ⅳ-１-1-8 機能維

持の基本設計方針」第3.-3表に基づき設定する。 

（1）積雪荷重 

屋上のルーバ及び歩廊上に積雪荷重を考慮する。 

（2）風荷重 

風圧力による荷重は，建築基準法施行令第87条及び平

成12年建設省告示第1454号に従い，地表面粗度区分Ⅱ，

地方の区分に応じて定められた風速34m/s及び建屋形状を

考慮して算出した風力係数Cを用いて算出する。 

 Ww ＝q・C・A 

  ここで， 

   q ＝0.6・E’・VO
2 

  E’＝Er
2・Gf 

  Er ＝1.7・（H/ZG）
α (H > Zb より) 

Ww ： 短期風荷重（N） 

ｑ ： 速度圧（N/m2） 

C ： 風力係数 

A ： 風向に垂直な面に投影した面積 

E’ ： 速度圧の高さ方向の分布を示す係数（平12建告第1

454号による） 

Er ： 平均風速の高さ方向の分布係数 

Gf ： ガスト影響係数（Gf＝1.0） 

V0 ： その地方における基準風速（平12建告第1454号に

より，34［m/s］） 

H ： 建築物の高さと軒の高さとの平均（m） 

Zb ： 地表面粗度区分に応じたパラメータ（Zb＝5[m]） 

ZG ： 地表面粗度区分に応じたパラメータ（ZG＝350[m]） 

α ： 地表面粗度区分に応じたパラメータ（α＝0.15） 

 

584



別紙４－１３ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(14／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 

3.2.2  許容応力 

許容応力は，添付書類「Ⅳ-１-1-8 機能維持の基本設計方針

（②配管類，⑤支持構造物）」に基づく。 

 

 

 

3.3  計算方法 

耐震計算は，添付書類「Ⅳ-1-2-1 機器の耐震性に関す

る計算書作成の基本方針」に基づく。 
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別紙４－１３ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(15／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 3.3.1  記号の説明 
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発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(16／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
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別紙４－１３ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(17／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 
注: 「JSME S NC1」又は添付書類「Ⅴ－１ 主要な容器及び管

の耐圧強度及び耐食性に関する設計の基本方針」に値の記載がな

い場合は，別途定められた適切な規格・基準等を準用する。 
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発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(18／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 3.3.3  伝熱管の応力 

管内圧力と管の自重及び地震力による曲げモーメントを

考慮して，以下に示す計算式を用いて求めるものとする。 

（1）一次応力 

σf＝
PDo

4t
 + 

0.75i1 Ma+Mb

Zf
  ……………………（3.3-1） 

（2）一次＋二次応力 

地震動のみによる一次＋二次応力の変動値を次式によ

り計算する。 

Sn＝
0.75i1Mb

*+i2Mc

Zf
  …………………………（3.3-2） 

（3）許容応力Sa 

一次応力および一次＋二次応力の許容引張応力は，下

記式を用いる。 

一次応力＝1.5×0.6Su ………… （3.3-3） 

一次＋二次応力＝2Sy ……………（3.3-4） 

 

3.3.4  取付ボルトの応力 

原動機，減速機，ファンリングサポート，管束及びルー

バ取付ボルトに生じるせん断応力及び引張応力は，以下の

計算式により求めるものとする。 

また，原動機及び減速機取付ボルトの応力計算に際して

は，地震力に併せて振動による震度及び回転によるモーメ

ントを考慮する。 
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発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(19／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 （1）せん断応力 

取付ボルトに作用するせん断応力は，取付ボルトの全

本数で受けるものとして計算する。 

（原動機，減速機） 

τb ＝
mg(CH+CP)＋WH

Abn
  ……………… （3.3-5） 

（ファンリングサポート，管束，ルーバ） 

τb ＝
mgCH＋WH

Abn
  …………………… （3.3-6） 

 

（2）引張応力 

取付ボルトに対する引張力は，取付ボルトを支点とす

る転倒を考え，これを片側のボルトで受けるものとす

る。 

なお，自重より鉛直方向設計震度が大きい場合は，浮

上り力である上方向に作用する力が引張力として作用す

る。 

（原動機，減速機） 

σo＝
g{m(CH＋CP)h－m(1－CV－CP)}＋MP+WHh

ntAbL
 … （3.3-7） 

ここで，MP＝（ 
60

2πN
 ）1,000,000Pm 

………………（3.3-8） 

 

（ファンリングサポート，管束，ルーバ） 

σo＝
g{ }mCHh－m(1－Cv)ℓ ＋WH h

nt Ab L
 …（3.3-9） 

 

（3）許容引張応力 

引張力とせん断力を同時に受けるボルトの許容引張応

力は，下記2式のうちいずれか小さい方の値を用いる。 

引張＝Min(1.5fto，1.4×1.5fto－1.6τb)… 

（3.3-10） 

せん断＝1.5fs………………………（3.3-11） 
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発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(20／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 3.3.5  支持架構部材の応力 

支持架構の三次元はりモデルによる応力解析を行い，各

部材要素に生じる引張応力（σt），圧縮応力（σc），せん

断応力（τ）及び曲げ応力（σb）を算出する。 

 

（1）圧縮力と曲げモーメント 

圧縮力と曲げモーメントを同時に受ける部材の応力

は，次式を満足すること。 
σc

1.5fc

 ＋ 
σb

1.5fb

 ≦ 1…………………（3.3-12） 

かつ，   σc

1.5fc
∗

σb

1.5fb
∗ ≦ 1…………………（3.3-13） 

 

（2）引張力と曲げモーメント 

引張力と曲げモーメントを同時に受ける部材の応力

は，次式を満足すること。 
σt＋σb

1.5ft

 ≦ 1………………………（3.3-14） 

かつ，
σb+  σt

1.5ft

 ≦ 1………………………（3.3-15） 
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発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(21／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
3.3.6  基礎ボルトの応力 

支持架構の三次元はりモデル応力解析において，支点反

力として得られる柱脚部の引抜き力とせん断力に基づいて

計算する。 

（1）基礎ボルトの引張応力 

基礎ボルトに作用する引抜き力は，当該柱脚部の基礎

ボルト全本数で受けるものとして計算する。 

σao ＝
Fbt

Ab

 ……………………………（3.3-16） 

 

（2）基礎ボルトのせん断応力 

基礎ボルトに作用するせん断力は，当該柱脚部の基礎

ボルト全本数で受けるものとして計算する。 

τao ＝
Fbs

Ab

 ……………………………（3.3-17） 

（3）許容引張応力 

引張力とせん断力を同時に受けるボルトの許容引張応

力は，下記2式のうちいずれか小さい方の値を用いる。 

引張＝Min(1.5fto，1.4×1.5fto－1.6τb)……

…………（3.3-18） 

せん断＝1.5fs…………………………（3.3-19） 
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発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(22／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 4. 冷却塔動的機能維持評価 

4.1 機能維持評価の概要 

添付書類「Ⅳ-1-1-8 機能維持の基本方針」に基づき，フ

ァン駆動部の動的機能維持に関する耐震性評価を行う。 

冷却塔ファン駆動部の仕様はJEAG4601-1991追補版に定める

適用機種の適用範囲外であることから，耐震性評価はファン

駆動部の動的機能を維持するために必要な評価項目を行う。 

 

4.2 機能維持評価の構造の説明 

ファン駆動部は，ファンとこれを駆動する原動機及び減

速機により構成されている。原動機は誘導電動機であり，

形式は横形ころがり軸受機に分類される。誘導電動機と減

速機は，たわみ軸継手により連結されている。 

 

4.3 機能維持評価方針 

評価項目については，JEAG4601-1991追補版を参照し，フ

ァン軸応力，軸受荷重及びチップクリアランス（ファンと

ファンリングとの隙間）とする。 

 

4.3.1  評価条件 

各評価は，添付書類「Ⅳ-1-1-8 機能維持の基本方針」

に基づき評価項目に応じた評価を行う。 

 

4.3.2  荷重の組合せ及び許容応力 

機能維持評価は，ファン運転状態の評価を行うものと

し，地震力に併せてファン回転によるねじりモーメント及

びスラスト荷重を考慮する。評価に用いる荷重は，下記の

荷重がファン軸に作用するものとする。 

・ファン及びファン軸の自重 

・ファンの回転による荷重（ねじりモーメント及びスラ

スト荷重） 

・地震荷重（水平地震力及び鉛直地震力） 

機能維持評価において各部位の評価に用いる許容値を以

下に示す。 
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【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(23／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
（1）ファン軸応力 

ファン軸の組合せ応力（最大せん断応力）が，下記の

許容せん断応力以下であること。 

 

許容応力状態 許容せん断応力 

Cs 1.5
F

1.5√
 

なお，F値は以下による。 F＝min(Sy,0.7Su) 

 

（2）軸受 

軸受の基本静定格荷重を許容荷重とする。 

 

（3）チップクリアランスの評価 

据付（通常）時のチップクリアランスを許容値とす

る。 
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【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(24／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 

5.3.3  計算方法 

（1）記号の説明 
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【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(25／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
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発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針】(26／26) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 （2）ファン軸応力の計算方法 

軸受部に生じる反力及び軸に働く最大曲げモーメントよ

り，応力を算出する。 

 

1） 地震力による軸外縁曲げ応力 

σbf ＝
32Mbf

πd3
 …………………………（5.3.4-1） 

2）軸力による圧縮応力 

σnf ＝4(P１+P２+P３)/(πD2) ……（5.3.4-2） 

3）ファン軸の回転による軸外縁のせん断応力 

τtf ＝16Mtf/(πd3) ……………（5.3.4-3） 

4）地震力によるせん断応力 

τsf ＝4Qf/(πd2) ………………（5.3.4-4） 

5）組合せ応力(最大せん断応力) 

τmax ＝ σ σ 4 τ τ   ………

……………（5.3.4-5） 

 

（3）軸受荷重の計算方法 

ファン軸の地震応力解析によって得られる軸受部の各種

荷重から静等価荷重を算出する。 

静等価荷重は下記に示す 2式のいずれか大きい値を用い

る。 

Po ＝fsi(0.5FBr+Yo・FBa)  

…………………………………（5.3.4－6） 

Po ＝fsi・FBr   ………………（5.3.4－7） 

 

（4）地震時チップクリアランスの計算方法 

地震時におけるファンブレード先端とファンリングの接

触の有無を確認するための両者間の相対変位は，各々の最

大応答変位の絶対和として求める。ここで，ファンリング

については，十分に剛な構造であることが確認された場

合，その応答変位は0とする。 
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別紙４－１４ 
 

 

 

一関東評価用地震動（鉛直）に 

関する影響確認方針 

 

 

  

下線： 
・プラントの違いによらない記載内容の差異 
・章立ての違いによる記載位置の違いによる差異   

二重下線： 
・プラント固有の事項による記載内容の差異 
・後次回の申請範囲に伴う差異 

【凡例】 
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別紙４－１４ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－２－３－１－２－１ 一関東評価用地震動（鉛直）に関する影響確認方針】(1／4) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 Ⅳ－２－３－１－２－１ 一関東評価用地震動(鉛直)に関する影響

確認方針 

 

1. 概要 

本資料は，添付書類「Ⅳ－１－１ 耐震設計の基本方針」の

うち「5.1.4 (9)一関東評価用地震動(鉛直)」に基づき，一関東

評価用地震動(鉛直)による応答波が，施設の耐震安全性へ影響

を与えないことの確認方針について説明するものである。 

 

2. 影響確認方針 

設備の耐震評価のうち設計用床応答曲線を用いて評価してい

る設備については，一関東評価用地震動(鉛直)を除いた複数あ

る基準地震動もしくは弾性設計用地震動の建屋応答から添付書

類「Ⅳ－１－１－６ 設計用床応答曲線の作成方針」に基づき

作成した設計用床応答曲線を水平方向及び鉛直方向それぞれの

方向毎にて包絡した応答波(以下，「包絡波」という。)を用い

て評価を行っている。 

これに対する一関東評価用地震動(鉛直)の影響確認方法とし

ては，添付書類「Ⅳ－２－１ 再処理設備本体等に係る耐震性

に関する計算書」(以下，「耐震計算書」という。)に示してい

る評価結果に影響を与えないことの確認として，評価に用いた

包絡波と一関東評価用地震動(鉛直)の応答波(以下，「一関東

(鉛直)床応答曲線」という。)の比較により確認を行う。 

なお，個別の基準地震動もしくは弾性設計用地震動の建屋応

答(以下，「個別波」という。)から作成した各設計用床応答曲

線を用いて耐震評価している設備及び時刻歴解析を実施してい

る設備については，詳細評価を行い耐震安全性に影響がないこ

とを確認する。 

 

 機器,配管系の

耐震評価につい

ては各地震動の

設計用スペクト

ルを包絡した応

答波(以下，

「包絡波」とい

う。)を設計用

地震力として設

定しており，一

関東評価用地震

動の設計用スペ

クトルがこの包

絡波に包含され

ることから影響

軽微であるが，

許可整合の観点

から添付資料と

して示す必要が

あるため，影響

確認として添付

資料に示す。  

※以降の内容に

ついても同様。
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発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－２－３－１－２－１ 一関東評価用地震動（鉛直）に関する影響確認方針】(2／4) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 影響確認内容 

評価に用いた包絡波と一関東(鉛直)床応答曲線の比較による

確認内容としては，包絡波と一関東(鉛直)床応答曲線の重ね合

わせを行い，包絡波に対して一関東(鉛直)床応答曲線が超過す

る場合には，超過する周期帯(以下，「超過周期帯」という。)

に固有周期を有する設備を特定し，超過周期帯の最大加速度比

と耐震計算書の評価結果の耐震裕度を用いて耐震安全性に影響

がないことを確認する。 

なお，剛性が高い設備においては，設計用の最大床応答加速

度と一関東評価用地震動(鉛直)における最大床応答加速度によ

る比較により影響がないことを確認する。 

一関東評価用地震動(鉛直)の影響確認対応フローを第 3.-1 図

に示す。 
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発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－２－３－１－２－１ 一関東評価用地震動（鉛直）に関する影響確認方針】(3／4) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 

 
 

第 3.-1 図 一関東評価用地震動(鉛直)の影響確認対応フロー 

 

(1) 包絡波に一関東(鉛直)床応答曲線が包絡されていることの

確認として，包絡波と一関東(鉛直)床応答曲線の重ね合わ

せによる比較を行う。 

 

(2) 超過周期帯に設備の固有周期が該当しないことの確認とし

て，設備の各モードにおける固有周期が超過周期帯に合致

しないことの確認を行う。 

 

(3) 耐震安全性に影響を与えないことの確認として，超過周期

帯の最大加速度比を用いて，耐震計算書の評価結果が許容

限界未満であることの確認を行う。具体的な確認方法とし

ては，設備の評価内容に応じた影響確認を行う 

 

(4) 詳細評価 

一関東(鉛直)床応答曲線による詳細評価として，耐震設計

の基本方針に基づいた詳細評価を行い，評価結果が許容限

界未満であることを確認する。 
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別紙４－１４ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－２－３－１－２－１ 一関東評価用地震動（鉛直）に関する影響確認方針】(4／4) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 

4. 影響確認結果 

影響確認方針に基づく包絡波と一関東(鉛直)床応答曲線の重

ね合わせによる影響確認の結果を添付書類「Ⅳ－２－３－１－

２－１別紙１ 各施設の一関東評価地震動(鉛直)に関する影響

確認結果」に示す。 
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令和３年９月 21 日 Ｒ０ 

 

 

 

 

 

別紙４－１５ 
 

 

 

隣接建屋に関する影響評価方針 

 

 

 

 

下線： 
・プラントの違いによらない記載内容の差異 
・章立ての違いによる記載位置の違いによる差異   

二重下線： 
・プラント固有の事項による記載内容の差異 
・後次回の申請範囲に伴う差異 

【凡例】 
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別紙４－１５ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－２－３－２－２－１ 隣接建屋に関する影響確認方針】(1／5) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 Ⅳ－２－３－２－２－１ 隣接建屋に関する影響確認方針 

 

1. 概要 

本資料は，添付書類「Ⅳ－１－１－５ 地震応答解析の基本

方針」のうち「2. 地震応答解析の方針」基づき，建物・構築物

が互いに隣接して配置される状況を踏まえた応答波が，設備の

耐震安全性に影響を与えないことの評価方針について説明する

ものである。  

 

2. 影響確認方針 

設備の耐震評価のうち設計用床応答曲線を用いて評価してい

る設備については，複数ある基準地震動もしくは弾性設計用地

震動の建屋応答から添付書類「Ⅳ－１－１－６ 設計用床応答

曲線の作成方針」に基づき作成した設計用床応答曲線を水平方

向及び鉛直方向それぞれの方向毎にて包絡した応答波（以下

「包絡波」という。）を用いて評価を行っている。 

これに対する隣接建屋の影響評価の方法としては，添付書類

「Ⅳ－２－１ 再処理設備本体等に係る耐震性に関する計算

書」（以下，「耐震計算書」という。）に示している評価結果

に影響を与えないことの確認として，耐震評価に用いた包絡波

と隣接建屋の影響を考慮した応答波の比較により確認を行う。 

なお，個別の基準地震動もしくは弾性設計用地震動の建屋応

答（以下，「個別波」という。）から作成した各設計用床応答

曲線を用いて耐震評価している設備については，詳細評価を行

い耐震安全性に影響がないことを確認する。 

影響評価のうち，時刻歴解析を用いて評価している設備につ

いては，該当設備の申請に合わせて説明する予定であり次回以

降に詳細を説明する。 

 

 隣接建屋の影

響評価は規則

要求上の対応

でないことか

ら別紙 3「基

本設計方針の

添付書類への

展開」の「補

足すべき事

項」として整

理している

が，施設に対

する影響度合

いの観点から

添付書類「Ⅳ

－１－１－５ 

地震応答解析

の基本方針」

の方針として

整理し、影響

評価結果の示

し方について

は添付書類に

て示す。 
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別紙４－１５ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－２－３－２－２－１ 隣接建屋に関する影響確認方針】(2／5) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 影響確認内容 

3.1. 隣接建屋の影響を考慮した応答波の算定 

隣接建屋の影響を考慮した応答波の算定については，実際の

建屋配置状況に則した配置の解析モデル（以下，「隣接モデ

ル」という。）と各建屋を単独のモデルとした解析モデル（以

下「単独モデル」という。）を用いた，以下の方法により作成

する。 

(1) 隣接モデル及び単独モデルによる応答波から各床応答曲

線を作成し，周期毎に加速度の比較を行い加速度比率の

算定を行う。[隣接加速度比率] 

 

(2) 基準地震動もしくは弾性設計用地震動の耐震評価に用い

ている水平方向の包絡波の床応答曲線に対して，隣接加

速度比率を周期毎に乗じて影響評価用の床応答曲線を作

成。[比率乗算床応答曲線] 

 

※(1)の応答波の作成にあたっては，建物・構築物の隣接建屋

の影響検討により選定した Sd-A により作成する。 

 

なお，剛性が高い設備においては，設計用の最大床応答加速

度と隣接モデル及び単独モデルの比率を乗じて求められる最大

床応答加速度の算定を行う 
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別紙４－１５ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－２－３－２－２－１ 隣接建屋に関する影響確認方針】(3／5) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
3.2. 比率乗算床応答曲線による影響評価 

耐震評価に用いた包絡波と比率乗算床応答曲線の比較による

評価内容としては，包絡波と比率乗算床応答曲線の重ね合わせ

を行い，包絡波に対して比率乗算床応答曲線が超過する場合

は，超過する周期帯（以下，「超過周期帯」という。）に固有

周期を有する設備を特定し，最大加速度比と耐震計算書の評価

結果の耐震裕度を用いて耐震安全性に影響がないことを確認す

る。 

また，標準支持間隔を用いた配管系の影響評価では設計用床

応答曲線の谷埋めピーク保持を考慮した加速度比率を用いて影

響評価を行う。 

なお，剛性が高い設備においては，設計用の最大床応答加速

度の 1.2 倍による評価として材料物性のばらつき等の配慮を考

慮していることから，隣接建屋の影響を考慮した応答波の最大

床応答加速度の 1.0 倍との加速度比率を用いて影響評価を行

う。 

隣接建屋の影響を考慮した影響評価対応フローを第 3.-2 図に

示す。 
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別紙４－１５ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－２－３－２－２－１ 隣接建屋に関する影響確認方針】(4／5) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 

 
 

第 3.-2 図 隣接建屋の影響を考慮した影響評価対応フロー 

 

 

(1) 設備の一次固有周期以下の範囲で包絡波に包含されている

ことの確認として，包絡波と比率乗算床応答曲線の重ね合

わせによる比較を行い，設備の一次固有周期以下の範囲で

比率乗算床応答曲線が包絡されていることを確認する。 

 

(2) (1)により 1次固有周期以下の範囲で超過周期帯がある場合

は，超過周期帯の最大加速度比率を耐震計算書に示す最大

応力比に乗じ算出された応力比が 1.00 以下であることの影

響評価を行う。 
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別紙４－１５ 

発電炉工認（東海第二）－再処理施設設工認 記載比較 

【Ⅳ－２－３－２－２－１ 隣接建屋に関する影響確認方針】(5／5) 

 

発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
 

(3) (2)により応力比が 1.00 を超える場合は，設備の各次数に

おける最大加速度比率を耐震計算書に示す最大応力比に乗

じ算出された応力比が 1.00 以下であることの影響評価を行

う。 

 

(4) (3)により応力比が 1.00 を超える場合は，耐震評価の応力

算定式の水平地震荷重に最大加速度比率を乗じて算出され

た応力比が 1.00 以下であることの影響評価を行う。 

 

(5) (4)の対応により応力比が 1.00 を超える場合は，耐震設計

の基本方針に基づいた詳細評価を行い，評価結果が許容限

界未満であることを確認する。 

 

 

4. 影響確認結果 

影響評価方針に基づく包絡波と隣接建屋の影響を考慮した比

率乗算床応答曲線との重ね合わせ結果を添付書類「Ⅳ－２－３

－２－２－１別紙１ 各施設の隣接建屋の影響に関する重ね合

わせ結果」に示し，各設備の影響評価結果を添付書類「Ⅳ－２

－３－２－２－２ 各設備の隣接建屋の影響に関する影響評価

結果」に示す。 
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令和３年８月 12 日 Ｒ２ 

 

 

 

 

 

別紙５ 
 
 
 

補足説明すべき項目の抽出 
 

※精査の上、別途提出予定。 

  

注）本添付書類のうち別紙５①における「添付書類」については「別紙４－１ 耐震設計

の基本方針」の修正対応中のため精査中。また，別紙５③における，各申請回次の記載

概要等についても精査中。 
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令和３年９月６日 Ｒ０ 

 

 

 

 

 

別紙６ 
 
 
 

変更前記載事項の 
既設工認等との紐づけ 

 
※本別紙は、別紙１による基本設計方針の記載事項の確定後に示す。 
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